
開 催 日 時 ：平成２３年４月１５日（金）午前１０時～午前１１時３０分

開 催 場 所 ：議会第１・第２委員会室

出 席 部 員 ：中森弘幸（部会長）、久松倫生（副部会長）、中瀬古初美、山本芳敬、田中祐治

　山本　節、大平　勇、海住恒幸、中島清晴、中出　実

オブザーバー ：田中　力議長、山本登茂治副議長

部 員 外 委 員 ：植松泰之

◆講師による勉強会（研修会）については、第２回作業部会で協議することになりました。

【主な意見】

　　はないか。

　第１回作業部会の概要

 １．今後の進め方について

◆タイムスケジュールを次回開催日までに各部員が検討し、再度第２回作業部会で協議することに

　なりました。

【主な意見】

　　革にどう繋げていくのかが重要である。

◆第２回作業部会は、平成２３年５月１１日（水）に開催（予定）することになりました。

◆特別委員会（全体会）との関係についても、第２回作業部会で協議することになりました。

◆作業部会については、概ね月２回程度開催していくことになりました。

　・議会改革検討委員会から継続する検討項目がすべて条例に入るとは限らないが、それを議会改

　・市民の方への経過報告も必要であり、ホームページや市議会だより等で情報発信していくべき

　　である。

◆議会基本条例の制定時期については、来年の９月議会を目途に検討していくことになりました。

◆議会改革検討委員会での手法と同様に、できることから速やかに実践していくことになりました。

◆先進市視察については、県内の２、３市で検討することになりました。

　・講師により、考え方、意見が異なるため、改革の方向性を踏まえた上で、進めた方がよいので

　　度基本的な方向性を定めてから行うべきである。

 ２．その他

　・議会基本条例の制定に当たっては、基本理念を明確化することが重要であるとともに、制定に

　　至るプロセスが大事である。

　・方法論として、先進市である他市の条例を検討してみてはどうか。

　・公聴会やパブリックコメント等により、市民の方から意見を聴くことは重要であるが、ある程


